
9
月
定
例
市
議
会
市
税
調
定
の
結
果
、
二
、
五

O
一
万
円

は
、
去
る
幻
日
招
集
さ
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
交
付
税

れ
、
会
期
を

4
日
間
と
二
、
四
五
五
万
円
、
国
庫
支
出
金
六
五

定
め
、

財
政
再
建
計
画

三
万
円
、
県
支
出
金
九
九
六
万
円
の
増

変
更
等
三

O
議
案
に
つ
額
と
寄
付
金
三
二
六
万
円
、市

債
一

、

い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
一
一

O
万
円
を
計
上
し
ま
し
た。

一
由来
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

マ
・:
市
税
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
道

一

ま
た
任
期
満
了
に
よ
る
市
教
育
委
員
路
運
送
車
輔
法
の
改
正
に
よ
り
、
従
来

一
会
委
員
と
し
て
、
友
杉
松
清
氏

(
四
七
軽
自
動
車
に
含
ま
れ
て
い
た
農
耕
作
業

一
才

・
吉
島
)
を
再
選
す
る
乙
と
に
同
意
則
自
動
車
を
小
型
特
殊
自
動
車
に
区
分

一
が
あ
り
ま
し
た
。

し
て
次
の
よ
う
に
課
税
す
る
乙
と
に
改

一

ひ
き
つ
づ
き
仰
縄
の
即
時
日
本
返
還
正
し
ま
し
た
。

一
を
求
め
る
意
見
書
を
満
場
一
致
の
決
議

・
軽
自
動
車
H
二
輪
の
も
の
年
一
、
五

一
に
よ
り
、

関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
乙

O
円
、
三
輪
の
も
の
二
、

0
0
0円

一
に

な

り

ま

し

た

。

四

輪
の
も
の
乗
用
三
、

0
0
0円
、

一
l
お
も
な
議
案
l

貨
物
用
二
、
五

O
O
円

一
マ
:・

一
般
会
計
追
加
更
正
予
算
で
は
、

・
小
型
特
殊
自
動
車
H
農
耕
作
業
用
自

一
総
額
九
四
八
六
万
円
を
追
加
更
正
す

る

動

車

一
、

0
00
円
、
そ
の
他
三
、

一
西
部
中
学
校
の
増
築
工
事
は
急
ピ
ッ

一
も
の
で
、
そ
の
支
出
の
お
も
な
も
の
は
、

0
0
0円
一

チ

で

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
乙
ん
ど

一
経
団
漁
港
、
魚
津
港
の
改
修
費
八
四
八

・
二
輪
の
小
型
自
動
車
三
、

0
0
0円
一
増
築
さ
れ
る
の
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
万
円
、
道
路
の
新
設
・改
良
・舗
装
に
と

マ
:
・そ
の
ほ
か
上
水
道
、
簡
易
水
道
、

一
三
階
建
で
、
普
通
教
室
三
、
特
別
教
室

'
'
一
も
な
ろ
負
担
金
や
補
償
料
等
九
五
一
万
水
族
館
、市
民
会
館
、国
民
健
康
保
険
の
一
四
、
保
健
室
、
準
備
室
、
放
送
室
、
生

事
中

一円、

総
合
グ
ラ

ン
ド
建
設
費
一

、

一
八
各
特
別
会
計
二
二
五
万
円
の
追
加
更
正
一
徒
会
室
、
宿

直

室

等

が
あ
り
、
延
面

J

d

一O万
円
、
土
地
改
良
質
一

、
三
三
五
万

予

算
、
適
用
期
聞
が
経
過
し
た
市
税
条
一
積
一

、
四
四

0
平
方
メ
ー
ト
ル
'で
、
工

一
円
、
災
害
に
よ
る
農
業
用
施
設
お
よ
び
例
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
等
の
路
止

一
事
費
は
二
、
七
五

O
万
円
、
来
春
3
月

一
林
道
、
農

地

等

復

旧
費
一

、
三
二
八
市
民
道
場
建
設
に
と
も
な
い
旧
下
野
方
一
に
完
成
す
る
予
定
で
す。

包
山

一
万
円
、
工
場
誘
致
に
と
も
な
う
奨
励
費

小
学
校
を
無
償
で
市
民
道
場
建
設
委
員
一
乙
の
西
中
の
増
築
は
、
昭
和
初
年
か

告

と

お
よ
び
道
路
の
新
設
、
舗
装
等
に
五
七
会
へ
譲
渡
す
る
こ
と
な
ど
が
き
め
ら
れ

一
ら
継
続
工
事
と
し
て
す
す
め
ら
れ
、
お

六
万
円
、
東
部
衛
生
し
尿
処
理
場
、
警

ま
し
た
。

一
年
に
は
九
教
窓
一
を

一
、
六
九
八
万

円

察
庁
舎
建
設
等
に
よ
る
種
々
の
負
担
金

一で
、
幻
年
に
は
三
教
室
を
五

二
一
万
円

一
、
八
八
五
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

一
で
完
成
し
ま
し
た
。

乙
れ
に
見
合
う
収
入
に
つ
い
て
は
、

一
(写
真
H
増
築
工
事
中
の
西
部
中
〉

1
2
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て
)
七
割
給
付
を
う
け
ら
れ
る
こ
と
と

し
、
次
の
よ
う
に
準
世
情
主
の
順
位
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
世
帯
主
の
配
偶
者

②
位
帯
主
の
子

①
世
荷
主
の
父
母
④
世
帯
主
の
孫

①
世
帯
主
の
祖
父
母
①
世
帯
主
の
兄

弟
、
姉
妹

⑦

①
か
ら
①
ま
で
以
外
の

世
帯
主
の
三
親
等
内
の
親
族

@
そ
の

他
の
も
の
。
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追

加

更

正

予

算

等

加

議

案

を

審

議

報広市(昭和問9月13日)
第 3種郵便物認可/
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王

~ 

七

割

給

付

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

叩
月
1
日
か
ら
世
帯
主
の
七
割
給
付
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
従
来
は
世
帯
主
の
結

一
核
、
精
神
病
等
限
ら
れ
た
病
気
の
み
七

一
割
給
付
で
し
た
が
、
山
月
か
ら
は
す
べ

一
て
の
病
気
や
ケ
ガ
に
つ
い
て
七
割
給
付

一
(
今
ま
で
は
五
割
)
が
実
施
さ
れ
、

一

わ
一

万
円
の
総
医
療
貨
の
と
き
は
七
千
円
を

〈
一

市
が
負
担
し
、
三
千
円
が
本
人
負
担
と

な
り
、
医
師
の
窓
口
で
支
払
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
な
お
家
族
は
従
来
ど

お
り
五
割
給
付
で
す
。

な
お
凝
制
世
借

(
法
に
も
と
ず
い
て

世
情
主
が
他
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

に
か
か
わ
ら
ず
当
市
の
国
保
の
世
帯
主

と
み
な
さ
れ
た
世
帯
〉
に
お

い
て
は
、

世
帯
主
が
他
保
険
の
被
保
険
者
で
す
か

ら
、
七
割
給
付
を
受
け
る
該
当
者
が
い

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
あ

ま
り
に
も
不
平
等
と
な
り
ま
す
の
で
、

乙
ん
ど
法
の
改
正
に
よ
り
探
制

世
帯

の
中
で
も

一
人
だ
け
ハ
準
世
帯
主
と
し

魚津市荒町

小浜印刷所

選挙人名簿登載通知書で

名前を確めてください
人口のうごき

出 生 72人
死亡 15人
婚姻 15組
離婚 3件

選挙管理委員会では 9月15日現在でみなさん

の選挙資格を調査して新しい基本選挙人名簿

をつくる準備をすすめております。

西
部
中
の

増
築
工
事
す
す
む

保
険
証
の
訂
正
は

す

み

ま

し

た

か

市
で
は
こ
の
改
正
に
と
も
な
っ
て
、

保
険
者
証
の
訂
正
を
去
る

9
月
げ
日
か

ら
地
区
ご
と
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

都
合
で
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
、
市

役
所
市
民
諜
窓
口
で
訂
正
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

乙
の
名
簿
に
載
る
人
は
、
今
年
の

6

月
日
日
以
前
か
ら
引
続
き
魚
津
市
に
住

所
を
有
し
、
昭
和
旧
年
ロ
月
引
日
以
前

に
生
れ
た
人
で
す
。
乙
の
名
簿
は
今
年

の
ロ
月
却
円
か
ら
来
年
の
ロ
月

M
日
ま

で
の
聞
に
行
わ
れ
る
各
種
の
選
挙
に
使

わ
れ
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
来
年
は
私
た
ち

に
も
っ

と
も
身
近
な
市
長
、
市
議
会
議

員
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
選
挙
権

が
あ
っ
て
も
選
挙
人
名
簿
に
名
前
が
載

ら
な
い
と
、
こ
れ
ら
の
選
挙
に
投
票
す

る
乙
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
選
挙

管
理
委
員
会
で
は
、
新
し
い
名
簿
が
で

き
ま
す
と
叩
月
下
旬
み
な
さ
ん
の
ご
家

庭
に
選
挙
人
名
簿
登
載
通
知
書
を
醍
布

い
た
し
ま
ず
か
ら
、
乙
の
通
知
書
に
自

分
の
名
前
が
載
っ
て
い
る
か
ど
う
か
充

分
に
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
も
し
配
布

さ
れ
な
か
っ
た
り
、
名
前
が
載
っ
て
い

な
か
っ
た
ら
す
ぐ
に
選
挙
管
理
委
員
会

へ
ど
連
絡
く
だ
さ

い。

な
お
最
近
は
、
転
入
、
転
出
が
非
常

に
多
く
、
選
挙
人
の
把
握
が
非
常
に

困
難
で
あ
り
ま
す
の
で
、
異
動
が
生
じ

た
ら
す
ぐ
に
市
民
課

へ
お
届
け
く
だ
さ

3
H
V
 

特

産

品

の

市
お
よ
び
商
工
会
議
所
が
主
催
で
、

市
内
の
物
・雌
を
紹
介
し
、
そ
の
販
路
の

拡
張
を
は
か
る
と
と
も
に
技
術
の
研

究
、
品
質
の
改
良
を
目
的
に
第

一
回
魚

津
市
特
陀
品
展
示
会
を
次
の
よ
う
に
行

一

い
ま
す
。

一

マ

会

期

一

川
月

m
l
u日
H
招

待

日

一

(
前
川
時

t
後
6
時
)
一

お
日
H
一

般

観

覧

日

一

(
前
川
時

t
後
3
時
)

一

マ
会

場

市

民

会

館

一

マ

展

示

品

一

家
具
、
建
具
、
漆
器
、
経
木
、
水

一

産
加
工
品
、
菓
子
、
観
光
み
や
げ
一

駅
前
区
整
内
に
あ
る

未
届
の
墓
碑
は
届
出
を

魚
津
駅
前
地
反
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域
内
に
あ
る
墓
碑
は
、
移
転
改
葬
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
所
有
者
ま

た
は
縁
故
者
の
届
出
を
お
ね
が
い
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
な
お
未
印
刷
の
墓
碑
が

相
当
あ
り
ま
す
。

未
届
の
場
合
は
、
連
絡
等
も
で
き
ず

不
便
な
点
も
多
い
の
で
、
次
の
と
お
り

新
聞
広
告
を
い
た
し
ま
し
た
。

墓
碑
所

有
者
ま
た
は
縁
故
者
は
す
ぐ
都
市
計
画

課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

第

一~・.___.・.

回

美

術

展

申
込
み
は

お
日
ま
で

第
三
回
魚
津
市
美
術
展
は
、
日
月
1

日
か
ら

3
日
ま
で
市
民
会
館
お
よ
び
図

書
館
を
会
場
に
し
て
行
い
ま
す
が
、
要

領
は
次
の
と
お
り
。

マ
範
囲
H
出
品
者
は
本
市
在
住
者
お
よ

び
出
身
者
で
作
品
は
未
発
表
の
も

の
。
作
品
は
次
の
区
分
に
よ
る
。

・
一
般
の
部

一
部
H
日
本
画
、
二
部
H
H
洋
画
(
油

絵
、
水
彩
画
、
版
蘭
〉

三
部
H
彫

展
午ま審マ ー ママ出 ママ

マママ な 刀ミ をでし四すた刻て規点図教部刻
日ととで は るは、巾数画育 11

程ろき す 、 以上 写真 芸 メ本日一道書部真部11 

午前時正午2目96仏 ー 10 巾では 1 人;唾章 壇 カミ26 〈t月30作品員会月10すとカラ組はー制限/トレ画、二点工、 部七芸工
時時; 空一市誌叩 は ら 日 i tz.iか日El はへ 25.Q1写メ な以差四以作 H i賞状牛せ肉 日 24 所定 。目。は真 1 し内 内、 華 五

審天欄干 場市 会 お日1 の 後午 プリ啓外を介ト害。す額は 写真 道部11 

市り 後午ら葉出品 5γ 以はるを 書
査 正日 時トし内額。含

F まと 、とま彫め 六

所

河

h
h
'怜
予
防
注
射

墳

墓

改

葬

公

告

E置置窪田~・E・

富
山
県
角
館
都
市
計
画
魚
津
駅
前

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内

の
墳
墓
は
、
土
地
区
間
終
理
事
業

の
た
め
改
葬
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
噴
墓
所
有
者
ま
た
は
縁
故

者
は
、
昭
和
お
年
日
月
初
日
ま
で

魚
津
市
役
所
へ
届
出
く
だ
さ
い
。

届
出
の
な
い
場
合
は
適
時
処
理
い

た
し
ま
す
c

右
墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
第
三
条
に
よ
り
公
告
し
ま

す。
昭
和
犯
年
9
月
初
日

魚

津

市

役
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マ
上
中
島

何
回
日
上
中
島
小
学
校
(
後

1
t
4
)

マ
松

倉

げ
日
H
坪
野
分
校
〈
前
川

t
正
午
)

松
倉
小
学

校

(
後

1
1
4
)

マ
加

積

同
日
H
上
村
木
宮
の
前

(前

m
t
正

午

)

加
積
公
民
館
(
後

1
1
4
)

マ

片

貝

お
日
H
山
女
分
校

(前
川

i
正
午
)

片
貝
小
学
校
へ
後

1
1
4
)

マ
上
野
方

mu
日
リ
上
野
方
農
協
前
(
前

m
l
正

午
)

マ
大

町

mu
日
H
上
口
保
育
園
(
後
1
t
4
)

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
任
射
と
犬
の
登
録
を
次

の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
ず
か
ら
、
生
後

九

O
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る

方
は
、
近
く
の
場
所
で
必
ず
注
射
と
登

録
会
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
注

射

料

二

ニ

O
円

・
登

録

料

三

O
O
円

・
鑑
札
交
付
料

三

O
円

な
お
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
月
8
日
H
魚
津
保
健
所

(前
9
・
叩
i
後

4
)

9
日
H
下
中
島
農
協
前

(
前
叩

l
正
午
)

三
ケ

亀

沢

喜
佐
松
方
前

(後
1
1
3
)

叩
日
リ
松
倉
連
絡
所
前

(
前
川

・
初

t
正
午
)

北

山

池

上

旅
館
前

(後

1
1
3
〉

什
日
U
上
中
島
連
絡
所
前

(前

m
l正
午
)

凶
日
H
凶
布
施
連
絡
所
前

(
前
日

i
正
午
)

蛇

間

藤

森
勘
助
方

(前
川

t
正
午
)

天
神
農
協
前

(後

1
1
3
)

江
口
江
幡
三
治
方

(後
1
i
3
)

日
日
リ
片
員
連
絡
所
前

(前

m
l
正
午
)

横
枕
沢
田
商
居
前

(後

1
1
2
)

加
積
農
協
前

(
前
川

i
後
2
)

日

日
H
経
団
連
絡
所
前

(
前
叩

i
後
1
)

日
カ
青
島
社
宅
前

(後

2
t
4
)

げ
日
日
上
野
方
自
民
協
前

(
前
川

t
正
午
)

村
木
源
平
湯
前

(後
l
t
4
)

同
日
H
日
カ
親
和
会
館
前

(前
9
・
初

i
後
1
)

上
村
木
公
民
館
前

(後
2
i
3〉

却
日
H
市
役
所
前

(前
9
・
叩

t
後
4
)



H

寄
生
虫
を
な
く
し
よ
う
μ

無

料

検

使

を

実

施

昭
和
お
年
7
月
、
市
の
国
民
健
康
保

一
険
事
業
が
始
ま
っ
て
以
来
、
そ
の
利
用

一
者
に
つ
い
て
病
気
を
分
類
し
統
計
し
た

n
u一と
乙
ろ
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
、
永

山川
和
一
い
年
月
の
聞
に
寄
生
虫
の
間
接
原
因
に

月
物

一
よ
っ

て
重
い
病
気
に
な
っ
た
人
が
た
く

日
純
一
さ
ん
あ
る
と
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

伊
佐
一
「
腹
の
中
に
虫
が
い
る
」
と
い
っ
て
も

和
3
一
大
抵
の
人
は
「
な
に
虫
ぐ
ら
い
」
と
タ

細川湘

一
カ
を
く
っ
て
い
ま
す
o

し
か
し
寄
生
虫

一が
い
る
と
、
ま
ず
食
欲
不
振
か
ら
栄
養

一
障
害
と
な
っ
て
、
放
っ
て
お
く
と
貧
血

一
や
背
ふ
く
れ
病
、
不
眠
症
、

盲
腸
炎、

一
卒
中
症
状
等
数
え
き
れ
な
い
程
の
障
害

一
を
起
す
も
の
で
す
。

一

今
ま
で
小
中
学
校
生
徒
に
対
し
て
、

一
毎
年
徹
底
し
て
検
便
を
実
施
し
、
駆
除

zx
一
し
た
結
果
、
年
々
減
少
は
し
て
い
ま
す

豊
宇
一

が
、
そ
の
感
染
源
が
大
使
で
あ
り
ま
す

一
の
で
、
学
校
で
駆
除
し
て
も
、
ま
た
家
庭

一
で
感
染
し
て
く
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、

一
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
や
り
と
り
の
よ
う
に
な

』
仏
一
っ

て
お
り
ま
す
。

1
J
一

乙
ん
ど
市
で
は
国
民
健
康
保
険
事
業

一
の
一
つ
と
し
て
、
寄
生
虫
の
根
絶
を
期

一
す
目
的
で
、
全
市
民
を
対
象
に
無
料
で

圃
'
一
検
便
を
実
施
し
ま
す
。
寄
生
虫
は
十
人

当
川
一
中
四
人
ま
で
が
宿
し
て
い
る
と
い
わ

れ
、
と
く
に
農
村
に
は
多
い
よ
う
で

す。

寄
生
虫
の
恐
し
さ
を

認
識
さ
れ

て
、
こ
れ
を
な
く
す
る
た
め
、
一
人
残

ら
ず
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

各
ご
家
庭
で
は
、
空
の
マ
ッ
チ
箱
に

氏
名
を
記
入
し
、
母
指
大
の
ふ
ん
便
を

津魚

箱
に
入
れ
、

配
布
し
て
あ
る
ピ
ニ

T
ル

の
袋
に
世
帯
員
の
も
の
を
入
れ
て
、
回

収
日
に
区
長
さ
ん
が
指
定
す
る
場
所
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
回
収
は
次
の
日

程
に
よ
り
行
い
ま
す
。

な
お
検
便
結
果
は
、
寄
生
虫
が
検
出

さ
れ
た
場
合
の
み
世
帯
主
宛
に
ご
通
知

し
ま
す
。

地

区

加

債
道

下

大

町

村

木
西
布
施

天

神

経

団

片

貝

上
野
方

下
中
島

上
中
島

下
野
方

回

収

日

ω月
1
日
I
2
日

g
日
i
9日

9
日
i
m白

川
日
i
H
日

目
日
!
日
日

2
日
i
n日

日
月

4
日
i
5
日

po口
μ
3
t
7
1
口
μ

7
日
t
8白

川
日

i
ロ
日

日
日

i
ロ
白

川
日

i
日
日

針路一
一
交
通
制
限
箇
所
か
わ
る

昭和38年 10月1日発行

日
月
1
日
か
ら
市
内
の
交
通
制
限
箇

所
が
次
の
と
お
り
一
部
改
正
に
な
り
ま

し
た
。新
た
に
制
限
し
た
と
こ
ろ

V
一
方
通
行
(
二
輪
自
動
車
除
く
)

・
本
江
町
川
原
田
弘
一
方
前
か
ら
田
方

町
小
林
勝
治
方
横
交
差
点
ま
で
の
文

化
町
通
り
、
=
二
泊
メ
ー
ト
ル
の
区

聞
を
中
央
通
り
方
向
か
ら
田
方
町
方

向
に
向
っ
て
一
方
通
行
。
(
毎
日
午

前
8
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
〉

V
一
時
停
止

・
友
道
中
島
治
一
方
横
十
字
路

(大
光

寺
↓
西
中
前
県
道
に
出
る
車
)

・
友
道
一
、

O
O八
番
地
前
十
字
路

(
大
谷
↓
新
国
道
に
出
る
車
〉

・
紺
屋
町
金
治
文
方
横
十
字
路
(
紺
屋

町
↓
角
川
町
通
り
に
出
る
車
)

・
角
川
町
中
田
芳
夫
方
十
字
路

(岡
町

↓
角
川
町
通
り
に
出
る
車
)

・
木
下
新
関
口
と
き
方
横
十
字
路
爪
西

(第206号)

布
施
↓
新
国
道
に
出
る
車
)

・
吉
島
中
川
原
一
四
五
番
地
丁
字
路

(天
神
↓
片
貝
線
県
道
に
出
る
車
)

V
横
断
歩
道

・
新
国
道
本
江
十
字
路
公
二
本
)

・
下
村
木
吉
田
孝
成
方
前
十
字
路
(
二

本
)

・
新
国
道
住
吉
十
字
路
(
二
本
)

・
新
国
道
上
村
木
十
字
路
(
二
本
)

・
下
村
木
先
名
理
髪
庖
前
十
字
路
(
二

本
)

V
警
笛
鳴
ら
せ
場
所

旧
国
道
三
ケ
地
内
の
瞥
笛
区
間
を
路

止
し
、
次
の
と
お
り
改
め
た
。
(
い

ず
れ
も
見
と
お
し
の
悪
い
曲
り
角
)

・
三
ケ
高
島
昌
二
方
前

・
0

高
木

常
久
方
前

・
0

高
橋
丈
信
方
前

-

h
q

稲
押
一
雄
方
前

・
グ
小
林
正

木
方
前
・

0

高
木
せ
つ
方
前

廃
止
し
た
と
こ
ろ

V
一
方
通
行
H
住
吉
石
倉
和
万
前
三
さ

同
ま
ず
市
内
の
六
五
才
以
上
の
と
し
よ
ま
た
同
日
、
市
長
な
ら
び
に
社
会
福
一

寄

付

F
D

あ

は

一

り

に

対

し

、

映

画
館
や
浴
場
業
主
の
ご
祉
協
議
会
長
か
ら
満
九
O
才
に
達
し
た
一

ー
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
l

z-
に

何

一

協
力
を
得
て
映
画
、

入
浴
の
優
待
券
を
一
向
島
よ
志
(
新
塩
屋
町
)
、
風
間
シ
ゲ
(
大
一
三
千
円
本
江

山
口
守
一

く

巴

融

ひ

配
布
し
ま
し
た

。

光

寺

)

さ

ん

に

対

し
て
木
杯
と
彰
状
を
一
(
亡
母
ゃ
い
般
の
遺
志
に
よ
る
)

A
J

週

協

U
H

日
日
に
は
、
高
島
福
祉
事
務
所
長
、

贈
り
ま
し
た
。

一

一

千

同

大

海

寺

新

八

倉

巻

久
之
助

ま

祉

祉

借

梅

原

社

会

福

祉

協

議

会

長

ら

は

、
市
内
げ
日
に
は
、
三
由
副
会
長
、
民
生
児
一
(
欝
祭
に
協
力
し
た
謝
机
金
)

ど

繍

鋪

。

週

の
満
八
八
才
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
一
重
総
務
委
員
六
名
は
、
静

妻

、
慈

丘

二

千

円

諏

訪

町

西

浦

富

幸

よ

り

社

た

止

二
名
の
と
し
よ
り
の
家
庭
を
訪
問
し、

園
の
老
人
ホ
l

ム
を
訪
問
し
、
市

内

か

三

百

円

上

村

木

西

浦

き

み

子

弓

ょ

と

し

討

県
知
事
か
ら
贈
ら
れ
た
銀
杯
と
お
視
い
ら
入
所
し
て
い
る
三
一
名
の
老
人
こ
忠
一
(
拾
得
報
労
金
)

杯

比

例

咳

話

の

彰

状

を

伝

達

し

ま

し

た

。

間

金

品

を

自

り

、

ま

た

施

設

こ

対

い

仁

一

一

万

三

千

円

R

-v

一

魚

津

地
区
富
山
青
年
会
議
所

料

日

事

一

一

制

抑

マ

満

八

八

才

の

長

寿

者

も

金

一

封

を

贈

り

ま

し

た

。

一

四

百

七

十

五

円

大

海

寺

新

イ

の

祉

を

)J

I
さ
と
(真
成
寺

T
)

辻
ま
つ

8
日
は
大
泉
寺
に
お
い
て
、
呉
東
地

一

児

童
ク
ラ
プ

¥

ら

稲

事

主

j

J

l

1

仕

'

1

一

〈

-md

会
一
す

よ

品
目
町
)

鎮
も
外

次

郎

(

本

在

区

の

老

人

ク

ラ

ブ

代

表

な

ら

び

に

市

内

一

代

表

宮

坂

輝

男

弘
ヨ

日

佐

な

1
レ

山
本
作
次
郎
(
山
女
)
的
場
コ
ト
老
人
ク
一
ブ
プ
会
員
約
二
五
O
名
が
集
ま
一
(
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て
)

U

M

m
脚

れ

と

官

)

山
瀬
婦
寿
(
仏
国
)
大
岸

っ
て
、
老
人
福
祉
講
演
会
と
懇
談
会
を
一
〈
市
民
会
館
建
設

寄
付
金
〉

手
苅

9

、

の

一

し

さ

(

村

木

)
室
谷
き
よ
(
村
木
)
行
い
、
そ
¢
あ
と
舞
踊
、
浪
曲
、
民
謡
一
二
万
六
千
円
日
本
通
運
魚
津
支
居

一
一
一
又
る
り
ぎ

一

幅
さ
と
(
天
神
野
新
)
上
楽
い
と
等
の
演
芸
を
み
て
楽
し
い
一
日
を
す
ご
一
一
万
二
百
五
十
円

諏
訪
町
一
区

主
ム

去

た

っ

一

(

湯
上
)

朝
野
ざ
と
(
浜
経
団
)
広
し
ま
し
た
。

一

代

表

石

崎

跡

一

郎

'f'''sts''''''ssst

浜

き

ぬ

(

元

町

)

一

一

一

千

円

田

万

町

大

城

才

次

郎

部

岳

∞

製

-

が

発

用

呂

ケ

J
木

メ

者

開

質

識

山

僧

1

に

2

山

の

の

標

協

ら

レ

、

点

さ

登

路

円

た

体

か

け

地

高

の

道

万

れ

市

谷
1

つ

の

は

岳

山

2

ら

日

次

ト

レ

に

o

ケ

登

約

て

目
別

1
.
/
上

た

僧

、

て

た

民

貝

日

ーペ

頂

し

て

で

ね

に

j
片

の

し

岳

ま

つ

の

か

o
上

は

、

ス

か

ケ

て

の

す

を

す

頂

で
て

-
m
僧

た

に

ま

止

で

岳

会
得
コ

1
H

た

を

ム

い

防

の

ケ

員

を

山

、

ま

識

-

て

難

も

僧

委

力

登

庁

、
標

プ

え

遭

た

=

育

協

る

ト

を

の

山

ふ

と

て

真

教

の

至

一

標

ル

登

年

備

た

写

員

に

メ

道

卜

毎

整

で

事
故
は
ち
ょ
っ
と
の
不
注
意
か
ら

と
と
し
は

9
月
お
日
現
在
、
県
下
で

お
き
た
交
通
事
故
が
、
つ
い
に
三

0
0

0
件
を
記
録
し
ま
し
た
。
昨
年
の
日
月

幻
日
現
在
に
く
ら
べ
て
六
一
一
件
も
多

く
、
市
内
だ
け
で
も
八
七
件
発
生
し
、

昨
年
に
く
ら
べ
て
二

O
件
も
多
く
、
予

想
外
の
ハ
イ
ペ

1
ス。

こ
れ
ら
の
事
故

の
ほ
と
ん
ど
が
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意

か
ら
お
き
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
車
を
運
転
す
る
人
も
、

歩
く
人
も
、
す
べ
て
が
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
を
身
に
つ
け
て
、
乙
れ
を
励
行
す

る
以
外
に
事
故
防
止
の
特
効
薬
が
あ
り

ま
せ
ん
。

正
し
い
交
通
戸

l
w
を
身
に
つ
け
て

い
た
だ
く
た
め
に
「
秋
の
交
通
安
全
運

動
」
が
叩
月
引
日
か
ら
初
日
ま
で
全
国

路
か
ら
住
吉
町
寺
田
太
吉
方
前
に
至

る
旧
国
道
三
七

0
メ
ー

ト
ル
の
区
間

V
瞥
笛
鳴
ら
せ
場
所
H
北
中
九

O
番
地

と
青
島
二
九
六
番
地

V
一
時
停
止
H
新
国
道
本
江
十
字
路
を

横
断
歩
道
の
新
設
に
よ
り
廃
止

運

動

会た
け

な

わ

市
内
小
中
学
校
の
運
動
会
は
、
い
ま

さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
た

ち
は
す
み
き
っ
た
秋
空
の
も
と
、
の
び

の
び
と
競
技
に
た
の
し
い

一
日
を
す
と

し
て
い
ま
す
。

運
動
会
の
日
程
は
次
の
と
お
り
。

2
日
日
東
部
中
、
上
野
方
小

本
江
小
、
片
員
小

3
日
H
住
吉
小
、
上
中
島
小

西
布
施
小

4
日
H
天
神
小

8
日
H
松
倉
小

山
日
H
白
倉
小

ハ写
真
H
西
中
の
運
動
会
〉

秋

の

交

通

安

全

運

動

は

日

民
総
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
行
わ
れ
ま

す
。
お
互
い
が
交
通
ル

l
w
を
守
り
、

事
故
ゼ
ロ

の
悲
願
を
乙
め
て
、
乙
ん
ど

の
運
動
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
し
ん

け
ん
に
取
り
く
み
ま
し
ょ
う
。

。
歩
行
者
は

・
歩
道
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。
歩
道
の
な

い
道
路
で
は
右
は
し
を
歩
き
ま
し
ょ

F
n
J
0
 

・
交
さ
点
や
ま
が
り
角
で
は
、
必
ず
と

ま
っ
て
右
、
左
の
安
全
を
た
し
か
め

ま
し
ょ
う
。

・
道
を
横
ぎ
る
と
き
は
償
断
歩
道
を
わ

た
り
ま
し
ょ
う
の

。
運
転
者
は

・
歩
行
者
が
横
断
歩
道
に
よ
り
道
路
の

左
側
部
分
を
横
断
し
て
い
る
と
き
、

ま
た
は
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
と

き
は
、
そ
の
直
前
で
停
止
し
て
通
行

を
妨
げ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

-
制
限
速
度
を
ま
も
の
・、
無
毘
な
追
い

越
し
を
し
な
い
こ
と
。

・
道
路
で
長
時
間
駐
車
し
な
い
乙
と
0

0
商
庖
等
で
は

-
交
通
標
識
を
見
誤
ら
せ
る
よ
う
な
広

告
、
看
板
類
を
と
り
除
き
ま
し
ょ
う

僧
ケ
岳
頂
上
と

登
山
道
路
に
標
識

魚
津
郵
便
局
か
ら
・
:
:

み
λ
な
の
貯
蓄
で

の
ば
そ
う
経
済

郵
便
貯
金
奨
励
運
動

郵
政
省
で
は
、
本
年
も
住
み
よ
い
郷

土
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
の
奨
励
運
醐
を

川
月
引
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
お
預
り
し
た
郵
便
貯

金
は
、
総
額
一
兆
三
千
億
円
を
乙
え
、

住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る
う
え
に
大
き

な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。
郵
便
貯
金

が
こ
ん
な
に
犬
き
く
な
っ
た
の
は
「
便

利
で
安
全
、
有
利
」
と
い
う
三
つ
の
特

長
に
よ
っ
て
み
な
さ
ん
か
ら
親

し
ま

れ
、
ご
利
用
い
た
だ
い
た
結
果
で
す
J

郵
便
局
で
は
、
乙
の
お
金
を
大
歳
省

の
資
金
運
用
部
を
通
じ
、
県
や
市
町

村
、
公
団
、
公
庫
に
有
利
な
条
件
で
貸

出
し
、
郷
土
を
よ
り
住
み
よ
く
す
る
た

め
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
、
住
宅
、道
路
の
建
設
に
、
ま
た

農
林
漁
業
金
融
公
庫
に
貸
出
し、

由民漁

村
の
発
展
の
資
金
源
と
し
て
役
立
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
電
力
、
鉄
鋼
等
、

経
済
基
幹
産
業
の
拡
充
に
も
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

魚
津
郵
便
局
、
市
内
各
郵
便
局
で
は

目
下
郵
便
貯
金
ユ
ウ
ち
ゃ
ん
の
「
マ
ス

コ
ッ
ト
ま
つ
り
」
を
通
じ
、
各
ご
家
庭

の
金
庫
が
わ
り
と
し
て
郵
便
貯
金
の
ご

利
用
を
お
奨
め
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
郷
土
.つ
く
り
に

役

立

っ

て

い

る

簡

易

保

険

叩
月

l
日
か
ら
7
日
ま
で
は
簡
易
保

険
週
間
で
す
。
簡
易
保
険
の
加
入
者
か

ら
払
い
込
ま
れ
た
保
険
料
は
、
将
来
保

険
金
の
支
払
い
の
た
め
積
み
立
て
ら
れ

る
一
方
、
有
利
に
か
つ
確
実
な
方
法
に

よ
り
地
方
公
共
団
体
等
に
融
資
し
、
明

る
い
町
づ
く
り
村
づ
く
り
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

現
在
乙
の
資
金
の
大
半
は
県
や
市
町

村
の
財
政
を
お
ぎ
な
い
、
学
校
、住
宅
、

水
道
、
道
路
、
港
湾
、
河
川
等
豊
か
な

郷
土
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
簡
易
保
険
は
、
加
入
者

の
保
護
を
は
か
る
一
方
、
資
金
の
地
方

還
元
が
直
接
国
民
の
幸
福
に
結
び
つ
い

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
保
険
に
ど
加
入

い
た
だ
き
、
家
庭
の
幸
福
と
国
の
繁
栄

に
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
・0

自

衛

官

募

集

受資採
付格用

二
等
陸
士
、
空
土

問
才

t
お
才
未
満

円
月
初
日
ま
で
市
役
所
へ

深
ま
り
ゆ
く
秋
と
と
も
に
結
婚
式
の

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。
市
民
会
館
で

は
、
ご
一
生
の
晴
れ
の
と
婚
儀
は
美
し

く
清
ら
か
で
厳
粛
に
、
し
か
も
簡
素
に

あ
げ
ら
れ
る
乙
と
を
信
条
と
し
て
、

結
婚
式
場
の
ご
利
用
を
願
っ
て
い
る
わ

目
で
す
が
、
最
近
挙
式
申
込
さ
れ
る
方

も
多
い
よ
う
で
す
。
そ
乙
で
当
会
館
の

綜
婚
式
場
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
の
た
め

に
、
会
場
費
や
披
露
宴
費
用
な
ど
に
つ

い
て
次
に
お
し
ら
せ
し
ま
し
ょ
う。

会

場

費

用

挙
式
当
日
、
ど
新
婦
織
の
支
度
が
当
会

館
の
場
合
は
、
挙
式
時
の
約
2
時
間
前

に
ど
来
館
い
た
だ
け
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
の
方
は
約
加
分
前
で
結

構
で
す
。

マ
会
場
費

一
、
七

O
O円
{

一二

0
0
0円

マ
神
前
結
婚
式
典
費
(
約
加
分
)

二
、

0
0
0円

マ
冬
期
間
の
暖
房
は
会
場
使
用
料
の
三

割
を
い
た
だ
き
ま
す。

電
報
電
話
局
か
ら
・
・
・.•• 

電
柱
敷
地
対
価
支
払
い

の
た
め
の
一
斉
調
査

日
本
沼
信
喝
話
公
社
で
は
、
.
電
佐
敷

地
の
対
価
を
適
正
な
権
利
者
に
支
払
い

す
る
た
め
、

電
位
敷
地
の
所
ム
何
者
や
占

有
者
の
一
斉
調
査
を
し
ま
す
。

こ
れ
は
農
地
の
交
換
分
合
、
転
用
、

種
別
変
更
等
が
最
近
多
い
の
で
、
権
利

者
の
変
更
が
相
当
あ
る

と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
対
価
が
正
し
い
権
利
者

に
支
払
わ
れ
な
い
乙
と
が
あ
り
ま
す
の

で
調
査
を
す
る
も
の
で
す
。

調
査
は
、

印
月
下
旬
か
ら
日
月
中
に

行
う
予
定
で
、
調
査
刀
法
等
に
つ

い
て

-は、

農
協
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
ず

か
ら
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
乙
と
に
つ
い
て
は

農
協
ま
た
は
、
魚
津
電
報
電
話
局
線
路

宅
内
謀
(
宿

ωー
三

O
三
O
)
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

鍍
露
宴
と
夜
裳
糾

マ
披
露
宴

(約
2
時
間
)

・
料
理
H
五
ハ
X
U
円
(
折
詰
、
さ
し
み

酢
も
の
付
、
ま
た
は
折
詰
、
ラ
ン

チ
各
一
人
前
)

・
赤
飯
H
一
人
前
二
合
折
付
一

O
O円

マ
写
真

(
約
加
分
)

-
キ
ャ
ビ
ネ
三
枚
一
組
一
、
五

O
O円

焼
増
一
枚
二

O
O円

・
八
つ
切
り
三
枚
一
組
二
、
三
O
O円

焼
増
一
枚
三

0
0円

マ
衣
裳
料
(
挙
式
一
週
間
前
に
選
定
の

た
め
ど
来
館
く
だ
さ
い
)

・
男
子
紋
付
(
着
物
、
羽
織
、
待
、
下

着
)一、

0
0
0円
、

参
列
者
の

紋
付
七

O
O円
i
二
、

0
0
0円

・
モ
ー
ニ
ン
グ
(
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
ネ
ク

タ
イ、

手
袋
)七

O
O円
i
一
、
五

0
0円

・
振
袖
(着
物
、
長
橋
祥
、
丸
帯
し
め
、

箱
セ
コ
、
扇
、
し
ご
き
、
半
衿
、

ぞ
う
り
付
て
そ
の
他
白
無
垢
一

式
、
打
か
け
等
二
、

0
0
0円
t

八、

0
0
0円

・
留
袖
(
着
物
、
丸
帯
、
帯
あ
げ
、
帯

し
め
)
八

O
O円
{

一
、
0
0
0円

・
訪
問
着
(
帯
付
、
若
向
き
、
中
年
向

き
)
五

O
O円
t
一
、

0
0
0円

・
ウ
ェ
イ
デ
ン
グ
ド
レ
ス
(
ペ
テ
イ
コ

ー
卜
、
ド
レ

司
、
ジ
レ
l
、
チ
l

-w
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
ネ
ッ
ク
レ
ス

靴
)
一
、
五

O
O円
i
四
、
五

O

O
H
 

マ
美
容
着
付
(
か
つ
ら
合
わ
せ
は
挙
式

一
週
間
前
に
打
合
せ
く
だ
さ
い
)

・
か
つ
ら
美
容
着
付
三
、

0
0
0円

・
洋
装
美
科
着
付
一

、
八
O
O円

・
参

列

者

の

着

付

三

五

O
円

・
色
直
し
訪
問
譜

七

O
O円

。

洋

服

五

O
O円

図

書

館

だ

よ

り

日
日
か
ら
休
み
ま
す

図
書
館
で
は
資
料
や
図
書
を
整
理
す

る
た
め
川
月
は
日
か
ら
泣
日
ま
で
の

叩
日
間
特
別
休
館
を
し
ま
す
。

読
書
週
間
中
の
行
事
子
定

幻
日
か
ら
読
書
週
間
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
図
書
館
で
は
次
の
よ
う
な
行
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で

‘
ご
来
館

長
}
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

マ
お
日
午
後
6
時
初
分
、
幻
凶
午
後
2

時
か
ら
読
書
会
定
例
会

マ
幻
日
午
後
3
時
か
ら

「
乙
ど
も
の
た

め
の
読
書
会
」

マ
什
月
2
日
午
後
1
時
叩
分
か
ら
「
乙

ど
も
会
」
(
紙
芝
居
、
多
読
児
表
彰

童
話
等
を
行
い
ま
す
。
)
.

V
2
日
午
後
2
時
か
ら
貸
出
、
家
庭
文

庫
利
用
者
懇
談
会
お
よ
び
映
写
会

マ
4
日
t
6
日
は
趣
味
の
切
手
展

マ
7
日
t
9
日
は
市
内
小
中
学
生
ポ
ス

タ
l
コ
ン
ク
ー
ル

マ
9
日
午
後
1
時
か
ら
ポ
ス
タ
ー、

感

想
文
コ
ン
ク
ー
ル
'
入
選
者
表
彰
式


